
 

 

 

 

１．花と緑の拠点づくり事業 

（１） 

【事業名】和が家 広場花壇等整備事業 

【事業実施主体】海南在宅福祉事業組合（海南市） 

【事業実施場所】海南市木津２７３（国道４２４号沿い） 

【事業概要】 

  事業実施主体は、花壇の管理や季節に応じた行事を通じ地域住民が交流を深めら

れるよう、また通行人が利用できるよう、本補助事業の活用により、据置式プラン

ター・ベンチ・あずまやを設置するとともに、給水設備を完備した広場を整備しま

した。 

事業完了後は、より多くの人に利用してもらうため利用を促す看板を設置した他、

事業実施主体のホームページへの掲載や地元タウン誌への掲載により広報が行わ

れています。また、一角に海南市の花であるミカンの木が植樹され、地域住民によ

りプランターへ季節の花々が定植されました。次年度以降は地域住民と交流を図る

ため、「花祭り」や「夏祭り」などのイベントも計画されています。南野上地域に

は花を楽しみながら休憩できるスペースが少ないためサイクリング等の通行者の利

用で新たな交流が生まれ、地域の活性化が期待されます。 

 

事 業 前 事 業 後 

  

 

  

◆令和元年度事業実施状況 

 

設置された看板 

 

 

プランター５基・ベンチ３台・あずまや設置 



（２） 

【事業名】上富田町市ノ瀬河川公園環境整備事業 

【事業実施主体】市ノ瀬・下鮎川環境づくりグループ（上富田町） 

【事業実施場所】上富田町市ノ瀬河川公園 

【事業概要】 

 事業実施主体は、雑草が茂りこれまで年３回草刈りをしていた

公園内に花壇 2 ヵ所、ビオトープ（ため池）のある花壇 1 ヵ所

及び藤棚を整備しました。 

永年にわたり上富田町内で小中学生や地域住民が協働して花

づくり運動を実施されてきましたが、今回花壇を整備することで

一層その交流機会が増えました。また、ビオトープを設置するこ

とで生き物観察を通じ子供が自然を身近に感じる場を提供することができました。この他、藤棚の設置により“日

よけのある”憩いの場もできました。 

翌年度以降は、小中学生と地域住民による「花植授業」やビオトープを活用した「自然観察学習会」なども予

定されており、幅広い世代の住民の交流が促進されます。また、熊野古道沿いに隣接する立地のため参詣者の利

用も見込まれることから新たな交流や観光振興にも繋がります。  
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花壇 

丸花壇・ビオトープ 

藤棚 

芝桜定植後の丸花壇 



（３） 

【事業名】津木地区寄合会花畑改良事業 

【事業実施主体】津木地区寄合会（広川町） 

【事業実施場所】和歌山県有田郡広川町大字上津木１７７３地先「ツーギー谷のお花畑」 

【事業概要】 

事業実施主体は、2014年から遊休農地を活用し花畑（約4,000㎡）を整備しましたが、獣害や雑草で管理

が行き届かず荒廃状態となっていました。本補助事業を活用することで灌水設備を敷設し、これまで苦慮してい

た水やりを効率化し、花の育成を適正に行うことができるようになりました。また、ベンチ付きの小屋や日よけ

を各２箇所設置したことで、訪問者の憩いの場や地域住民の交流の場として活用でき

る空間となりました。これまでの教訓を活かし、花壇や遊歩道（631ｍ）をアビト

ンで再整備することで、花の量を増やすことができるとともに、雑草の発生を抑える

ことができました。 

都市部からの集客を増やし、地域住民との交流拠点として活用することで、最終的

には移住・定住に繋げることを目的とされています。津木地区のみならず広川町の観

光名所として、地域の活性化に大きく寄与することが期待されます。この他、花畑イ

ベントの復活や、希望団体に “花畑の区画” を貸し出し、管理を通じて花畑への愛

着を高めてもらい、訪問回数も増やしてもらう計画を予定されています。 
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正面門扉 

遊歩道・小屋（小）・サルスベリ花壇 

遊歩道・小屋（大）・立水栓 

ストローベールハウス 



（４） 

【事業名】蓬莱自治会「花と緑の会」事業 

【事業実施主体】蓬莱自治会（海南市） 

【事業実施場所】海南市名高 宝来橋付近（国道３７０号・熊野古道沿い） 

【事業概要】 

  事業実施主体は、自治会の「花と緑の会」有志で事業実施場所付近の並木道に海棠桜を植樹するなどの活動を

従来からされており、ベンチを２台設置されていましたが、うち１台が老朽化により使用が危険な状態となって

いました。 

今回、本補助事業の活用により新たにベンチを設置したことで、安心してこれまで通り地域交流の場として幅

広い年齢層の住民や通行人が利用できる空間となりました。 

事業完了後は、花や緑を花壇等で育て市民の交流スペースとして休んでもらえる場所を目指されています。 

 

事 業 前 事 業 後 

             

 

 

 

 

 

 

 

ベンチ設置 

 

 

２．花壇等整備事業 

【事業名】丸尾池法面の花の拠点づくり事業 

【事業実施主体】紀見地区公民館南部ブロック団体と応援団（橋本市） 

【事業実施場所】橋本市杉村公園内 丸尾池の土手の法面 

【事業概要】  

  事業実施主体は、2018年雑草が伸び放題で活用されていなかった法面にハートを形取った赤い芝桜を植えら

れていましたが、今回、本補助事業を活用し、その左隣にクローバーを形取った白い芝桜を定植されました。ま

た、従来土留めを竹材で施行していましたが、腐朽が進んだためビニールパイプに置き換えました。 

今回整備したことで、更なる地域コミュニティの活性化が図られるとともに景観の向上にも寄与します。定植

した芝桜は春には開花し、公園利用者のみならず、近隣の南海高野線の車窓や国道３７１号バイパスからも見え

ることから、新たな観光振興が期待されます。 

 

事 業 前 事 業 後 

 

 

 

   

  
クローバー形（芝桜・白） ハート形（芝桜・赤） 

 

 

 


